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【算数科共通研究主題】

数学的な考え方を育てるための指導工夫
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(概 要)

本年度 は,六 っ の学年別分科会 を編成 した。各分科会 においては,児 童 が個性 を発揮 し

主 体的 に活動す る授業 の在 り方 を追究 した。 また,テ ーマに迫 るために仮説 を立て,次 の

視点か ら検証授業 を通 して研究 を進 めた。

0低 学年1分 科会 ……考えのよ さに気付 く活動を通 して,簡 潔 ・明瞭 ・的確 に処理,表

現 す る算数 のよ さに気付 き,活 用 で きる指導 の工夫

○低学年II分 科会 …… 自分 の考 えを もち,算 数 の楽 しさを味わ う児童を育成 す るための

数や式 を多面 的に見 て,考 える活動 を大切 に した指導の工夫

○ 中学年1分 科 会……数学的思 考を伴 って選 んだ課題 を自主的 ・主体的 に解決 し,他 と

のかかわ りの中で学習 を発展 させて い くための指導 の工夫

0中 学年ll分 科会…… 事象 を数理的 に処理す る論理 的思考 力を育成す るために,見 通 し

を立て る ことのよさを感得 で きるよ うな指導 の工夫

0高 学年1分 科会… …関連付 けて考 え,自 ら問題 を解決 しよ うとす る児童 の育成 を図 る

ための学習過程 や指導 の工 夫

○高学年H分 科会… …発見 し創造 す るよさを味わわせ るための指導 の在 り方や評価 の工

夫
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低学年1分 科会

算 数 の よ さ に気 付 き、 活 用 す る児 童 の 育 成
一 自分の考えをもち、友達の考えのよさに気付く活動の工夫一

1主 題設定の理由

学 習指導要領 にお け る算数科 の目標 には,「 数理的 な処理 のよ さが わか り,進 んで生 活 に

生 かそ うとす る態度 を育 て る」 とあ る。 これ は,児 童 な りに 「よさ」 がわか るよ うにな り,

味わ い,求 めて い く態度 を育て る ことをね らいと してい る。 しか し,本 分科会で行 った実 態

調 査に よると,学 年が上が るにっ れて,算 数嫌 いが増 えてい ることがわか った。 算数嫌 いが

増 え るのは算数 の学習 において,計 算技能 を高 めたり,解 決の結果はか りに目を向 けた り し

て,思 考過程や解決方法 を重視 しない傾向が強 いか らで はな いか とい う反 省 に立 ち,「 算数

の よさに児童が気付 き,活 用す る児童 の育成」 を本分 科会の主題 と した。

児童 は問題 に出会 った とき,正 確 で簡単 な方法で解 決 しようと した り,新 しい考えを見付

け解決 しよ うとした りす る。 しか し,以 前 に学習 したことを生かせ ないことや思 うよ うに解

決で きない こともある。問題 を解決 す るためのよ りよい方法の と らえ方が曖昧 にな っていて,

何 を手がか りにすればよ いのか分 か らない場合 である。 そ こで,問 題解決 の手掛か りとな る

よ うに,問 題解決 に活 用で きる数理 的な処理 のよさを明確 にす ることが大切 となる。 そのた

めには,自 分 自身で問題 を解決 した ことを もとに,友 達の考えを聞 き,そ のよさに気付 くこ

とで数理的 な処理 のよ さを明確 に してい きたいと考え た。 数理的 な処理 は,算 数 自体 の もっ

特性で あ り,算 数 の学 習の中核 をなす ものである。 「算数 のよ さ」 に児 童 が気付 けば,学 習

内容の理解 ・処理 ・考 え方 の習得 が深 ま り,算 数の学 習 に対 して達成感や充実感,さ らに は

必要感も高まり算数の学習に対する児童の意 構 想 愚 ヂ ル

欲 を引 き出す ことがで きると考 えた。

H研 究のね らい

(D各 学習 内容 におけ る 「算数 のよ さ」 を,学

年 ごとに明 らかにす る。

(第1学 年,第2学 年)

(2)児 童 が 「算数 のよさ」 に気付 け るよ うな 自

分の考 えを しっか りもっ活動 や友達 の考 えの

よさに気付 く活動 の指導法 を工夫 す る。

研 究の仮説

次の よ うな指導の工 夫を取 り入 れ ることに

よ り 「算数 のよさ」 に気付 き学ん だ ことを活..,.

用 しよ うとす る態度 が育 つ。

ア課 題 の工夫 イ自分 の考 えを もつ活動時 の

支 援 ウ操作活動 の取 り上 げ方 の工夫

工友達 の考 えのよさに気付 く活動 の工夫

`

社 会 生 活 に 生 き る 力

数 学
.聾ノ な 考 え 方
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算 数 の 学 習
①課題とその提示の仕方

②自分の書えをもつ活動詩の支援

③榛條活動の取珍土げ方

④友達の考えのよさに気付く活動

教蓼環境の■夫 ★学器を顕穆返ることができる簿承 ★鐸薮⊃一プーの設墨
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IV研 究 の内容

1本 分科会 で考 え る 「算数の よさ」

本分科 会で は,数 理的 な処理 のなか の 「簡潔 ・明瞭 ・的確 に処理,表 現す る」 ことを 「算

数 の よさ」 とと らえた。児童 は,友 達 の考え の中 に,自 分 の考 えよ り分か りやす い考 えが あ

るとい うことを感 じることがあ る。 これは,算 数の学 習内容の もっよ さに触れたときである。

例え ば,数 を表す のに10ず っの まとま りを考 える十進位取 り記 数法で表 した り,計 算 をす る

と きに位 をそろえて計算 す る筆算 を用いた り,言 葉で表現 されて いることを式 や記 号で表 し

た りす ることな どに接 したときで ある。 っ まり,「 簡 潔 ・明瞭 ・的確」 とい う観点 で 考 え た

ことを見直す ことで,児 童 は学 習内容の もっよ さに気付 き,そ の考 えをほか の問題や生活 の

中で活 用す る ことがで きるよ うになるので ある。 また,具 体物や半具体物を操作 した り,ゲ ー

ムな どの活動 を取 り入 れた りす るなど,算 数の授業 自体 が もっ楽 しさも大切 に して 「簡 潔 ・

明瞭 ・的確 に処理,表 現 す る」 よさに気付かせて いきたい。

2算 数の よさに気付 き,活 用す る児童 の姿

(1>算 数 のよ さに気付 く

「算 数の よさに気付 く」場面 は,学 習過程のそれぞれの段 階にあ る。 自力解 決 の時 に 「あ

のや り方 を使 えな いか な」 と考えた り,ま とめの時 に 「わか りやす いや り方だ な」 と感 じた

りす る。 低学年 の児 童 は とて も意欲的で,意 見を発表 したいとい う気持 ちが満 ちあふ れて い

る。反 面,自 分の考えが一番で,自 分 の発言 が終われば満足 だ とい うよ うに他 の考 え と比 較

す る場 面 はまだ少 ない。 そのため,そ れぞれの考えを基 に話 し合い 「算数 のよ さ」 に気付 い

て い くことは難 しい と言え る。 そ こで,児 童 に自分の考えだけでな く,他 の考え も意識 させ

る ことで,よ りよいや り方 を求 めよ うとす る態度 を育て たいと考えた。 その ような学 習活動

を通 して,低 学年 の児 童 も 「算数 のよ さに気付 く」 ことがで きると考え る。

「算数 の よさ」 に気付 くたあには,ま ず以下の ことが必要 であ る。

lll蹴ll濾 灘ll:∵il撫野一
_「 自分 と同 じや り方だ」 「自分の と似 ているな」 「自分 のとちが うな」1

■

そ して,次 の よ うな姿 が 見 られ た時 に 「算 数 の よ さ に気 付 いて い る」 と と らえ る。

∠

自分の考 えをもつ 友達 の考 えのよさに気付 く
1 ま とめ ・活 用

0あ れが使 えそ うだ

○簡単 に考 え よ う

0み んなに分か るよ うに

考え よ う
1

0こ の考え は,わ か りやすいな

○す っきり して るな

○確かあが簡単だな

＼

○ まちが いが少 ないな

0速 いや り方で やろ う

○ 分か りやすいか ら,次 は

これでやろ う
/

》 癌

「算 数 の よ さに気 付 い て い る」 と は,操 作活 動 や ワー ク シー ト,ノ ー ト,発 言 ・ っ ぶ や き

な ど に上 記 の よ うな 「簡 潔 ・明 瞭 ・的 確 」 の観 点 の 様 子 が 表 れ て い る こ とを い う。
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(2)算 数 のよ さを活用す る

「算数の よ さを活用す る」 ということは,課 題 を解決す る時 に,既 習 事項 を活 用 して い る

場合 をい う。 また,広 く他教科等や 日常生活 にまで使 って いる場 合 も活用 していると考える。

3指 導 の工夫

(1)学 習意欲 を喚起 す る課題 と提示の仕方の工夫

・解決 の見通 しが もて る

・多様 な考え方 がで きる

(2)自 分 の考 えを もつ活動 時の支援

・時間 の確保 ・操作 活動の重視

・具体物,

(3)操 作活動 の取 り上げ方の工夫

・解決方法 を見 つ けるたあに

・理解 を深め るたあ に

・既 習内容 が活 用で きる

・児童が必要感 を感 じる

・ ヒ ン トカ ー ド
,ワ ー ク シ ー ト の 工 夫,蓄 積

半具体物 な ど自由 に選 べ るよ うに用意 してお く

・結果を確か め るために

・見通 しを もつために

(4)友 だちの考えの よさに気付 く活動の工夫

①小集団 を生 かす(隣 どう し ・2～3人)

②考 えの取 り上 げ方

ア 単元 の内容 やね らいによって,発 表の形式 を選択 す る(全 体 ・グループ)

イ 意 図的に指名 し,い ろいろな考えを抽 出す る → 机間指導,座 席表

ウ 発表順 の工夫

・考 えが高 まる噸 ・考えが似て いる順 ・考 えを比較 しやすい順

エ 児童 の発表 を受 けて,「 簡潔 ・明瞭 ・的確 に処理,表 現 す る よ さ」 が わ か るよ うに

板書 の内容を整理す る

③考えの比べ方

V

1

2

ア

イ

ゥ

エ

※

似 て いるところを見っ けよ う

違 うところを見つ けよ う

既習 内容 とのっなが りを見つけ よう

優 れてい るところを見っ けよ う

正解 ばか りでな く,

で,考 えを完成 させた り,

困 った ことや途 中の もの も発表 させ,

全体 に広めた りす る工夫 をす る

→ 共通性 か ら考 えのよ さを見 いだす

→ 各 々のよ さを見 いだす

→ 学習 のつ なが りを見いだす

→ 考 えのよさを強調 す る

友達 に補 って も らうこ と

④実証 の仕方(適 用 させ る)

ア 「よさ」 を感 じた児童 が,別 の や り方で解 いてみ るように計画す る

イ 次単元 へっなげた り,生 活 や他教科等 とのかかわ りで既習 事項 を活用 してみ る

⑤授業 の終 わ り方 ・考えを集約 す る ・考 えを集約 しない(オ ー プ ンエ ン ド)

実践事項

単元名 「か け算〈2>」 本時5/12(第2学 年)

本 時の 目標

① ものの個数 を とらえ るとき,○ ○ のい くっ分 をかけ算 の式で 表すよ さに気付 く。

②乗法 の きまりを用 いて計算の仕方 が考え られる。
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3本 時の展開

聖

ー
主 な 発 問 と 児 童 の 活 動 i☆ 羊題 との関連0指 導 の工夫

っIT]ふ くろ に4こ 入 って い る ドー ナ ツが あ ります。10操 作 活 動 に使 って よい もの を 紹

郭 謙 く(誓舗 鵬 鋤 るには・
ヤ

iT考 陀

えi

をi引

つ1

　「

iT
ic

iT

ドーi雛

ナ。カー ド.お は じき
く

†

自分の考えたや り方で,答 えを求 めま しょう。i☆ 既習 事項の活用
　

それぞれのや り方で 自力解決。!0個 別 に既習 事項 の活用を認 め る

(既 習事項 …累加の考え,図 をか いてい くつか ず!声 か けをす る。

っ に ま とめ る,乗 法,具 体 物 の操 作)
10十 分 な自力解決

の時間を確保 す
　

降

!○ ドー ナ ッ カ ー ドや お は じき な ど

陸 灘 させて考えさせる。

答 え は何 ふ くろ にな り ま した か。

8ふ くろで す。

どの よ うに 考 え たか 発 表 しま し ょう。

お は じきで4こ の か た ま りを作 り ま した。

ドー ナ ッの 絵 を手 掛 か りに4×8=32。

か け算 の式 で や りま した。4x8-32。

丁
☆算数の よさに気付 く

10意 図的な指名。

測c O発 表順の工夫。
ミ

劇c・ 高 まる順 に鍼 させ る・

の:○ 考えを分輔 足して板書する

考C膿 響 灘 轍 慰

:iCど う してか け算 の式で考えたのですか。
え1

;Tい い質 問 で す ね。 ど う して か け算 に した ので す

の1か 。

よi:

C

T

C

C

C

C

さ

に

気

付

く

や りや す いか ら。Cす ぐに で きる か ら。
ちへ い 　

4の ま と ま りが8こ だ か ら。

4+4+…+4=32と か くの は面 倒 だ か ら。
>W甑 　 WV㌧ へへ「rWN/wnv航 xズ

今 臼の学 習 で 気 付 い た こ とを言 い ま しょ う。

い ろ い ろな や り方 が あ るん だ な と思 った。

た し算 で も何 ふ くろか わ か る。

!。 一一人.人 の気 付 きや思 い を大 切

1に す る・

　

図 を か くと,見 ただ けで ふ くろの数 が わか る。iOそ れ ぞれ の考 え の よ さ を認 め,

か け算 で考 え た 人 は,4ず つ の何 袋 とい う考 え}そ の 中 か ら算 数 の よ さを 明 確 に す

iを 使 っ て い る こ と が わ か っ た 。iる 。
…

Cか け算 はや りや す い と思 った。
　

lCた し算 で もで き るん だ け ど,か け算 の方 が わ か'

りや す い と思 った。
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低学年1]1分科会

考える楽 しさを味わえる授業 を目指 して
一 多面 的に ものを見て

,考 える活動 を通 して 一

1主 題 設定の理由

これか らの算数教育 では,児 童 がゆ とりを もって学 ぶ ことの楽 しみを味わ いなが ら,数 量

や図形の意味 を理解 し,考 え る力 を高め,そ れ らを活用 してい けるよ うにす ることが重要 で

あると言われ ている。 また,小 ・中 ・高等学校 を通 じ,多 面的 に ものを見 る力や論理的 に考

え る力 など創造性 の基礎 を培 うことが必要 とされて いる。

日本数学教育学会 によ ると,低 学年 において は 「算数が好 きコ とい う児童の割合が多 いが

学年が進 むに したが って 「算数 が嫌 い」 になる児童が増 えてい ると報告 されて いる。本分 科

会 が行 った実態調査 で も,低 学年 の児童 は操作活動や計算 をす る ことに楽 しさを感 じて い る

が,「 計 算 の仕方 を考え る」「文章 を読んで答 えを出す」 など考え る活動を伴 う学習 にっ いて

は,低 学年 で も楽 しい と感 じて いる児童が少 ない傾 向が見 られ た。算数に意欲的に取 り組み,

算数 が楽 しいと感 じる児童を育て るため には,低 学年か ら考え る場面 を多 くし,算 数が本 来

もってい る考え る楽 しさを味わわせ ることが大切 であ る。考 える楽 しさを味 わ うためには,

自分 の考 えを もて ることが必要で ある。 さ らに,い ろいろな考 え方か らよ りよい解決方法 が

見 っ け られれば,楽 しさは倍増す る。 そこで,本 研究 では多面 的に ものを見 て考 え る活動 を

取 り入 れ ることに した。多面的 な見方 ・考え方 とは,一 つの課題 や事象 に対 していろいろ な

見方を し,い ろいろな方法で処理 し考えてみよ うとす ることで あ る。 多面的 な見方 ・考 え方

をす る経験 を増やす ことは,児 童の ものの見方 ・考 え方 を広 げる ことにな り,考 え る楽 しさ

を味わわせ ることにっ ながると考 えた。 また,多 面 的に見 た り考えた りす ることは,児 童 の

思 考力 ・判断力 を育て,数 学的 な考え を伸 ばす ことにもっなが ってい くと考えた。

本研究 で は,「 数 と計 算」領域 にお いて,多 面的 に ものを見て 考え る力 を育 て る学 習 を経

験 させ なが ら,考 え る楽 しさを味わえ る授業 を目指 して研究 する ことに した。

ll育 てたい児童像及び研究のね らいと仮説

圏 鍵 ∵∵:纂
進んで使 おうとす る児童

研究 の仮説 一 一一 一一 一一一一

以下の点に留意 しなが ら指導 に当たれば,児 童 は 一層 考 える楽 しさを

味わ うことがで きる。

① 多面 的に ものを見て,考 える活動 を取 り人 れる。

② 自分の考 えを もち,問 題 を解決 で きるような支援の工夫をする。

研究のね・・コ=]二 ⊥轡
③友達の考 えに共感 で きる場 を工夫する。

「
・「考え る楽 しさ」 のと らえ方 を明 らか にす る。1-

・整数 とその式 の見方 ・考 え方 の関連 を明 らか にす る。

・低学年 にお ける 「数 や式 を多面的 に見て考え る活動例」を作成す る。

.多面的にものを見る活動樋 して・9分 の考えをもち・雄 の考えに1

共感できる指導を工夫する。i
__」

l

l

___.一 一一」
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皿 研究 の内容

1考 える楽 しさ

「考え る楽 しさ」 を 「問題 に対 して,そ

れを解決 しよ うとい う目的意識 を もち,自

分 な りの思 いで じっくり考 える ときの知 的

な楽 しさ」 と とらえた。考 え る楽 しさを味

わ って いる児童 の姿 を,右 のよ うにま とめ

た。 自分 の考 えで解決 で きた ときや人 に認

め られ た とき,児 童 は満 足感 を味わ う。 そ

して,友 達 の考 えを理解 し,共 感 す ること

によ って児童 の考 え は広 が って い く。 本研

究 では,理 解 し共感 す ることを 「共感」 と

し,以 下 のよ うに考えた。

・友達 の考 えを知 る。

・いろいろな考えがあ ることに気付 く。

・自分 と友達 の考えを比べ る。

・友達 の考えの よさに気付 く。

・自分 の考えを見直す。

考える楽 しさを味わ って いる児童 の姿

・お も しろそ うだ な。

・や って み た い な
っ

・こ たえ は,ど うな るの か な。

・ど うや った らで き るか な。

・前 にや ったもんだ いとにてい るな。

・この方法がっかえ ないかな。

絵 であらわ してみ よう。

図 でかいてみ よう。

ブロ ックやおは じきをつか ってみよ う。
・かんたんなや り方でで きないか な。

・このや り方 でできそうだ。

・や った
Dで き た。

・い い 方 法 が み っ か った な。

・も っ とか ん た ん に で き な い か な
。

・ほ か の や り方 で で き な い か な。

自分の考えと同 じだ。

自分の考えは一 人だけだ。

自分の考えをわか って もらえて うれ しい。

自分 もこのや り方をやりたい。

この考えがいいな。

(わか りやすい。 かん たんだ。)
・いろいろな考え方がい っぱ いあるな。

・わた しの考えはよか ったんだなQ

・この や り方 で や って み た い な
。

(わ か りや す い,か ん た ん だ。)
・前 よ りか ん た ん に で きた

。

見通しを立てる
期待感

認められた

満足感

2多 面 的に見て,考 え る活動

本研究 で は,「 多面 的な ものの見方 ・考 え方」 を 「課題 に向か って,い ろい ろな方 向か ら

一 っの ものを追究す る」 とと らえる ことに した
。 そ こで,「 数 と計算」 領 域 に おいて 多面 的

な見方 ・考え方 を以下 のよ うに考 えた。

敬 を 多 面 駒 敗§.晃 る

同 じ数 に対 して 、い ろい ろな視点 か ら見 る見方

① あ る数 を他 の数の和 ・差 ・積や商 として見 る

EX)。9を10-1。9を3×3、1×9。54を50+4、40+14

②数 を大 小 ・順 序 な どの系列の視 点か ら見 る

EX)。99は100よ り1小 さい 。998は1000に あと2た りない

③整数や 小数 を適 当な単位 を基 に して 、数の相対 的な大 きさ とい う視点か ら見 る

EX)。200を100が2こ 、10が20こ 。250を100が2こ と10が5こ 、50が5こ

④整数 を約 数や倍数 とい う視点 か ら見 る

123

⑤分数2は 、4,6… に等 しい同値関係 か ら見 る

⑥数 を 目的に応 じた概 数で見 る

一つ の式 を、 いろい ろな視点 か ら見 る見方

①式 の構 造 をみ る

EX)54÷3=(6×9)÷3=6×(9÷3)=6×3=18

②式 か ら場 面 を考 え る

EX)7+6に なるような問題を作りましょう。

義 を 多 画 駒 娘∋晃 る
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3指 導 の工夫

(1)学 習過程 の工夫

次 の ような学習過程 を繰 り返す ことで,多 面的な見方 ・考え方が深 まって い くと考え た。

問 題 解 決 学 習

っかむ

(問題把握)

L

I (解決蒲.実 行引
知 る

(解決の発表 ・検討)

一1

「

1-一'

L肇1

一易弱 一「

一=丁

知 る段 階 は,臼 分 の 考 え を発 表 した り,友 達 の い ろ い ろ な考 え 方 を理 解 した りす る段 階

で あ る。 そ の 中 で,児 童 は 自分 の見 方 ・考 え 方 だ け で な く,他 の考 え方 を知 り,実 際 に取

り組 ん で み る こ とで 見 方 ・考 え方 を 広 げて い くこ とが で き る と考 え る。

(2)学 習問題 の工 夫

児童 が数 や式 を多面 的 に見て考え ようとす る意欲 を もたせ,

よ うな学習 問題 の工夫を考え た。

(3)支 援 ・助 言の工夫

児童が よ り多面的 な見方 ・考 え方

を し,考 え る楽 しさを味 わ うため に

は問題解決 における支援 ・助言 を工

夫す る ことが大切 であ る。 そ こで,

具体 的な支援 ・助 言例 を考え,考 え

る段 階 と知 る段 階で は,右 記 の よ う

な支援 ・助言例 を考え た。

(4)共 感 で きる場 の工夫

児童一 人一 人が友達 の考 えを理解

して,よ いところを認 めてい くよ う

共感 の場 の手だて を以下 のよ うに考

え た。

・ 自分 と友達 の考 えを比較 しな

が ら聞 いた り考 えた りで きるよ

うに,マ グネ ッ トの名札 を用 意

し,自 分 と似て い る考 えの とこ

ろに貼 るよ うにす る。

。 友達 の考 えが十分 に理解 で き

るよ うに,具 体 的 な操作活動 を

取 り入 れ る。

。 い ろいろな考え の中か らそ れ

ぞれの よさに目が向 け られ るよ

うに賞賛 マークを用意す る。

。 考えの よさを見っ け合 う場 で

自分の 見方 を明確 に もたせ る

教師の支援(◇),児 童の反応(C)と

それに対す る具体的な助 言例 ☆(多 面的に見 る助 言)

◇ 自力解決の時間を問題場面 によ り適切に設定す る。

(具体的 な操作活動 を伴 う学習問題の場面 は長 めにとる。)

C,見 通 しが立 て られ ない

「どんなや りかた(方 法)が 使 えますか。」

「習 った ことで使 えそ うなことはないで すか。」

「答 えはどの くらいにな りそうですか。」

「絵 や図にかいてみま しょう。1

「お はじき(ブ ロック)を っか ってみま しょう。」

◇ ヒン トカー ドを渡 す

C,自 分な りの方法で解決 してい っている。

→◇一人一人の考えを認 め る

(解決の途中やつまずいてい る児童)

「～ の考えの ところまで は,で きて いますね。」

☆ 「他 のや り方で も確かめてみ ま しょう。」

(一っの方法で解決で きてい る児童)

☆ 「今 のや り方 より,も っと簡単な方法 はな いか

考 えてみ ま しょう。」

「他 の人 に も見てす ぐにわか るか き方 はあ りませんか。」

◇ 自分 の思考過程が分か るように,ノ ー トにかかせ たり,

具体 的操作 で説明 したりで きるよう助 言す る。

「友達 にわかるよ うに してお きま しょう。」

☆ 「友達 の考 えをよ く見て,自 分 の考え と比べてみ ま しょう。」

☆ 「自分 の考 えと似 ている考えを さが してみ ま しょう。」

「～ さん と似 ているところはあ りませんか。」

(「ここのと ころは似 ていませんか。」)

「自分の考えを順序 よ く説明 してみま しょう。」

「絵や図を使 って発表 してみま しょう。」

「～ さんの考えに質問あ りますか。」

「～ さんの考え はなぜいい と思 い ます。」

「どんな ところがいい と思 い ますか。」

は,児 童一人一人が どん な考えが よいと気付いたか,思 考の変化がわか るように色の違 っ

たマ グネ ッ トの名札 を使用す る ことにす る。
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噌
1

り
乙

3

実践事例

単元 名 「た しざん とひきざん」 本時2/5第2学 年

本 時の 目標 ・加法 の場合,た す順序を変 えてた して も答 えが同 じになることを使 って,

いろいろな計算 をす る方法 を考 え出す ことがで きる。

・何十 にす る と簡単 に計算で きることに気付 くことがで きる。

本時の展開(2/5)多 面的 な見方 ・考 え方一

つ
か
む

考

え

る

知

る

つ

か

う

学習活動 ・主な発問と指示

T.ど の よ うに どん な 順 で 計算 したか,み ん なに教 えて あげ ま しょ

う。

7+6+23を い ろ い ろ な方 法 で計 算 しま し ょう。

7端 ∫36

委 ず 』+■3で ユ9て・

ユ9ナ7てk36て り凱

Z3の3《7蝦 晒
・廿マ10 .つo+!01≠

ヲoの こvの6CtPtV■

制'tつ3イ 「ttXt・ て3。

t"7)o†sセ や≠3ム τ・

:教)L`i .3tτ ・

7`乙5の3鰭1蹄 巴

ぞれ 亀矧`飢 マ敏

寵,・7ε 九L7,`.

熱羅

T.一 番 よ い と思 う方 法 を選 び ま し ょ う。 自分 の 考 え と似 て い る

考 え の と ころ に ワー ク シー トと名 前 の マ グネ ッ トを貼 り ま しょ

う。

T.ど の よ うに 計算 した か 発 表 して も らい ます。

T.友 達 の よ い と こ ろを 見 っ け ま しょ う。

C.C2は7と23で30に な るか らい い。

C.C1は 前 か らや るか ら簡 単。

C.C1は7+6だ か ら簡 単 。

C.C5は3と7で10に な るか ら簡 単。

C.C4は6を3と3に 分 け る と こ ろが い い。

T,52+7+8を や っ て み た い 考 え で 解 い て み ま し ょ う。

C.7+8=1552+15=67

C.2十8=1050-1-10+7=67

C。52+8;60残 り の7を た して67で す 。

★手だて ◇留意点 ◎評価

★ 児 童 が 間 違 え や す い7+6を 入 れ た式

を提 示 した。

★ もっ と見 っ けよ う コーナ ーに ワー ク シー

トを用 意 す る。

★ 児 童 の考 え を認 め なが ら,数 や 式 を多

而 的 に 見 られ る よ う な支 援 ・助 言 をす

る。

◎ 臼分 な り にIl夫 して 計算 しよ うとす る。

★友達と自分の考えが比較できるように

名前のマグネットを用意する。

◇発表の場では,児 童の考えを十分に認

めていく。

★よいところを見っけたとき,視 覚的に

わかるように,賞 賛マークを貼るよう

にする

◎友達の考えを聞き,よ りよい方法を見

付けようとする。

★ や って み た い考 え の と こ ろ に色 の違 っ

た名 前の マ グ ネ ッ トを貼 らせ る よ うに

す る。

V研 究の成果 と今後の課題

児童が考え る楽 しさを味 わ うのは,主 体的 に学習 し,互 いのよさを認め合えるときである。

一時間 の学習 のそれぞれの段階で楽 しさを味わ うことは
,児 童が 自 ら考 え,判 断 し,考 え て

い く力 を身 に付 けてい くことにつ なが ることがわか った。

共感す る場 で互 いの考 えを知 ることは,数 学的な考え方 が広 が り,問 題解決 に対す る意欲

が高 ま った。

児童 が互 いに考 えを知 り,認 め合 い,算 数 のよさを追究す るために は,児 童 だけでな く教

師 もまた児童 の考 えの よさを見取 り,高 め られる力をっ けて いきた い。
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中学年1分 科会

中学年における 「選択」を取 り入れた算数指導の工夫

1主 題設定 の理 由

算数 の学習 にお ける児童の実態 を私たち は次 のよ うに とらえた。①計算がで きる ことが,

算数 がで きることであ ると思 って いる。② 友達 や教師 に依存 しが ちで,自 分 の力 で問題 を解

決 しようとい う力が不十分で ある。③ 自分の考えを発表 した り,検 討 したり,相 互 に高め合 っ

た り,考 えを深 め合 った りす る ことが苦手で ある。 これ は,一 斉授業 に代表 され る授 業の在

り方 にその一 因が ある と考 えた。教師主導 の算数 の授 業 は,児 童 に とって満足 で きる もの で

あ るとは言え ない。児童 自身 の活動 の時間 を保障す ることや,児 童 が 自由に選 んだ課 題を 自

主的 ・主体的 に解決 し,他 とのかかわ りのなかで学 習を発展 させてい くことが大 切であ る。

また,自 分で活動す ることを好 み,意 欲旺盛で様 々な ことに関心 を示す中学年 の特性を考 え

る と,こ の時期 に こそ受 け身 の姿勢 か ら脱皮 し,主 体的 に取 り組 む児童 を育成 で きるので は

ないか と考 え る。

児童 自 らが課題 を 「選択」 し,そ れを責任 を もってや り遂 げるとい った経 験を させ る算数

の授業 を工夫 す ることで,意 欲的 ・主体 的に問題解決 を しようとす る児童,見 通 しを立て て

課題 を選 ぶ児童,相 互 に学 び合え る児童,興 味 ・関心 を広 げて い く児童を育て ることがで き

る と考 え,こ のテーマを設 定 した。

ll研 究 のね らい

○課題 の 「選択」 を取 り入 れ ることによって,児 童が,主 体的 に取 り組む授業を追究す る。

○課題 の 「選択」 を取 り入 れた場 合の指導 の在 り方 を明 らか にす る。

皿 研究 の仮説

学 習活動 に課 題の 「選択」 を取 り入れ,個 に応 じた指導 をす ることによ り,次 の よ うな児

童 を育 て ることがで きる。

・意欲 的 ・主 体的 に課 題解 決 しようとす る児童

・見通 しを もって 自分で課 題を選択 で きる児童

・認 め合 い,学 び合お うとす る児童

IV研 究 の内容

1本 分科会 におけ る 「選択」 の とらえ方

分科 会主題 をふ まえ,私 たちは 「選択」 を 「児童 が,興 味 ・関心だ けで な く,既 習 内容 や

経験 を もとに見通 しを もち,主 体的 に判断 し選 ぶ こと」 ととらえた。 そ して,選 択 の対象 と

して,課 題の 「選択」 に しぼ り,研 究 を進め た。

課題 の 「選択」 を取 り入 れた学習 は,「 提示 された課題 の範囲内 で,児 童 が 自分 の興 味 ・

関心 ・個性 に応 じ,ま た,見 通 しを もって主体的 に課題 を選 び,探 究 してい く学習」である。

また,そ の提示す る課題 に は,次 のよ うな教師 のね らいが含 まれ る。

・数学的思考 のあ る選択 がで きること

・個 々の児童 の自分 な りの問 い,あ るいは,新 たな問い を創造 で きるものであ ること
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2課 題の 「選択」 を取 り入 れたときの,効 果の上がる授業

課題 の 「選択」 を取 り入 れた授業 に は,次 に挙 げた ような タイプが考 え られ る。 それぞ れ

の タイプによ って,「 選択」 を取 り入れ ることの効果 も異 なる。

(1)単 元型(課 題 の 「選択」が同一単 元の中で数時間 にわ たって継続 す る場 合)

主 に児童 の関心 に応 じて,「 学習 す る順序 を選べ る」 とい う指 導計 画 の もとに進 め られ て

い く 「選択 」 を取 り入れ た授業が,こ の 「単元型」 である。例 えば,第4学 年の 「四角形」

で は,「 追究 したい四角形の選択」 を取 り入 れ,一 人一人の児童 の関心 に応 じた指 導 を行 う

ことで,主 体的 に四角形 について調べ た り,進 んでか き方 を考 えよ うとす る児童 の姿が多 く

見 られ た。

(2)1単 元時間型(課 題 の 「選択」 がその1単 位時間のみで行 われ る場合)

「単元型」 に対 して,選 択 した課 題が,そ の授業 の時間内で解決 され るタイプを 「1単 位

時間型」 と した。例 えば第3学 年 の 「小数 のた し算 ・ひき算 」 の指導 で は,加 法 と減 法の課

題 を提示 し,児 童 が選 択 して解決 す る。 そ して解決 の検討場面で,そ れぞれの計算が いず れ

も0.1を単位 と した整数の加 減で解決 で きることを確認 し合 うという実践であ る。

この授 業の よ うに,「1単 位時間型」 には,異 な った課題 の解決 方法 か ら,共 通 の性 質 や

きまりを発見 させ,計 算 の仕方を統合 した り,一 般化 す ることが容易 になるよさが ある。 ま

た,児 童 に課題 の 「選択」 をさせ る際,複 数の課題 を比較 す る中で,そ れ ぞれの課題 の性 質

や難易度 にっ いて考察 させ ることがで きる。 このよ うな活動 を繰 り返 し取 り入 れ ることに よ

り,「 見通 しを もっ力」 も育て ることがで きると考 えた。

(3>発 展型(単 元 の学習 のま とめや発展 の時間 に課題の 「選択」 を取 り入 れ る場 合)

その単元 の まとめや発 展の時間に 「選択」 を取 り入れ る場合を 「発展型」 と した。 この指

導 では,児 童 が 自 ら課題 を発見 した り,興 味 ・関心 を広 げて い く力を育て るとと もに,課 題

の 「選択能 力」その もの も高め ることがで きると考 えた。

3指 導 の工 夫

(1)指 導計画 の工夫

・単 元全 体 を通 して課題 の 「選択」が有効 な場面 を考え,指 導計 画を立て る。

(2)課 題の工夫

・児童 の生活 に結 び付 く,解 決 の必要感 を感 じさせ る課題 を設定 す る。

・児童 自身 の内面 か ら発 せ られ る 「問 い」 を含む課題を設定 す る。

・一人一人 の児童 が選択肢 のすべての課題 を解決 して いな くて も理解 し合 え る,共 通 の数

学的 な考 え方 を含 む課 題を設定 す る。

(3)自 力解決時 にお ける支援 の工 夫

・選択 した課 題 に応 じた支援 がで きるよ うTTに よる指導形態を取 り人れ る。

・全員 の 自力解決を 目指 し,個 性 や個 々の見通 しに応 じた支援を工夫す る。

(4)解 決 の検討 時 にお ける指導 の工夫

・複数 の課 題 による混乱 を避 けるため,場 面 に応 じた検討 の方法 を工夫す る。

・検討の視点 を明確 にす る発問 を工夫す る。

・新 たな 「問 い」 を創造で きるよ うな発問,助 言 を工夫 す る。
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4授 業 の流 れ
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勲く墾壷郵
二 分科会 と しての 「問題 」と 「課題」 のと らえ方 一 一="一 「

「悶 鴇・一 ・その単元でね らう数学的 な考え方 を培 うため に解決 させる事柚{・

課 題・一 ・問題を解決 す るためにその授業 の中で児童が取 り組む 事柄 』

課
題

の
把
握

b

PPPP馳

V実 践事例

1単 元 名 「四角形」(4年)

2本 時 の 目標

・平行,垂 直の いずれか に着 目 して いろいろな四角形 がか ける。

・自分 で課題 を選 び,進 んで学 習に取 り組 む ことがで きる。

問題:平 行 や垂直 に着 目 して四角形 を分類 しよ う。

[課題A:辺 と辺が平行な四角形をか こう,課 題B:辺 と辺が垂直な四角形をか こう]

3本 時 の展 開(6/14時)
一 一一

1主 な 発 問 と児 童 の 活 動 ・反 応 指 導 の 工 夫 と留 意 点
一一一一 一 一

課 題A:辺 と辺 が平 行 に な って い る四 角 形,課 題B・ 辺 と辺 が 垂 直 にな って い る四 角 形

をか きま し ょ う。

C:か け るか な。Clむ ず か しそ う。

C:辺 と辺 が平 行(垂1由1)の 四 角 形 を 見 た こ とあ るよ。

]

斗
T:ど の よ うに す れ ば か け そ うで す か。 自分 が で きそ うだ と思 ・平 行,垂 直 の 図 に よ り,イ メー ジを 明 確

・劉..う 方を選んでやりましょう.i -iこさせ・かけそうだと思う方を羅 る・・

寛 騰 搾 直グルー麟1緻 湘 四角形∵ 讐 ヒントカ　 鵬 り齢

1誉iさ まざ端 続 にく・・£A・・A,Bそれぞ撒r礁ll桝 児灘 う形に…

團鶴驚 響難鷺{轡時…Ll∴鎗轟 認
:1

… 達 同 十 で 確 認 後,平 行,直 角 の印 を記 入。i
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決

の

検

討

ま

と

め

T:ど ん な 四 角 形 が か け ま した か 。 発 表 しま しょ う。

[児童の反応]

臼
瓜

臼

磁臼
旦
◇

口

込

瞳
[]

』

<)
T:い ろ い ろ な四 角 形 が か け ま した ね。

T:自 分 や み ん な の か い た 四 角形 を み て気 が付 い た こ とを 発 表

しま し ょ う。

C:平 行 が一 組,二 組 の もの が あ る。

C:平 行(垂 直)か らか き始 め た の に垂 直(平 行)も あ る四 角

形 に な った。

C平 行 も垂 直 もあ る形 は まだ 他 にあ るの か な。

C直 角 の 数 が1,2,4個 の 四 角 形 が あ る。

Cど う して 直 角 が3個 の 四 角 形 は な いん だ ろ う。

C直 角 が3個 に な る と残 りの ひ とっ も直 角 にな るみ た い。

C本 当 だ。 そ うな って い る。

C仲 間 分 け がで き そ う。

・A ,Bに 分 けて 黒 板 に掲 示。

。Aの 発 表(進 行T1 ,板 書T2)終r後

Bの 発 表(進 行T2,板 書T1)

・ど こが 平行 ,垂 直 で あ るか 確 認 しなが ら

似 て い る と こ ろ を検 討 す る。

・そ れ ぞ れ の考 え の よ い と こ ろ を 見 っ け さ

せ る。

・同 じ四 角 形 を か い た 児童 の作 品 を 集 め,

そ の 場 で 類 似点 を 確認 す る。

隠

[ねらいとする数学的考え方]一

統合的な考え方

平行も乖直もある四角形を見っける。

展的な考え方

平行,垂 直の数に着目して四角形を分

類 しようとする。

・児童の発表を板書し,次 時の課題発見の

糸]に する。

・各 自 の四 角形 作 成 用 紙 ,ア ンケ ー トな ど

で 目標 が達 成 で きた か評 価 す る。

VI研 究の成果 と今後の課題

《研究の成果》

◎ 自分 が選 んだ学習課題 に取 り組 む ことによ り,児 童の関心意欲が高ま った。

◎一っ の課題 にかかわ る児童数 が減 ることで一人一人の発想が生か され る場面が多 くな り,

以前 よ り多様 な考 え方,課 題解決 を生 む ことがで きた。

◎課題 の選 択 には,TTが 有効 であ ることが明確 にな った。

・一 人一 人の疑 問,発 想,考 え方,っ ぶや きな どにす ぐれ,ま た細か く対応す る ことが

児童 の意欲 を高 あ,児 童 の力で授業が創 られてい くことにっながる と考 え る。

・教 師同士が相談 しっっ進行 し,予 想外の児 童の反応 に も容易に軌道修 正がで きた。

◎児童 の考 えた課題 を次時 に採用す る ことにより,児 童 はよ り一層生 き生 きと課題 に取 り

組み,新 たな課題 を生 み出そ うとした。

◎児童 の反応 に応 じた学 習材 を 自作 した ことが有効で あ った。

《今後 の課題》

◎ すべての単元 で,ま た は単 元を通 していっで も課題 の選択が有効 とは限 らない。 どん な

単 元,場 面で課 題の選択が効果的であ るか,研 究 ・実践 を通 して さ らに明確 にす る。

◎ 算数 の時間 に課題発見 をさせ るだ けで な く,日 常 の場面で課題 発見能力 の育成 を図 るこ

と も必要 である。学習 の場面 だけで な く,生 活 の場面 で も児童 自身 に方 向性・決定権 を

もたせ るよ うな指導 を心掛 けてい くことも大切で ある。
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中学年ll分 科会

見通 しを立てるよさを感得させる指導の工夫

1主 題設定の理 由

算数 の学習 において,結 果 や方法 につ いて見通 しを立 て,解 決 の過程 で類推的 な考 え,帰

納 的 な考えや演繹的考 えなどを用 いて,事 象を数理 的に処理 す る論理的思考力 を育 て ること

は大切で ある。 これは,児 童が 自己の力で問題解決 を図 るためには欠 くことので きない力で

あ り,自 分の考え の正 しさを他 に説明す るために も役 立っ力で もある。

ところが児 童の実態 をみると,覚 え た公式等 を使 って解 くことだ けに関心が向 くことが 多

く,解 決の手順 を見通せ ないまま試行錯誤 を繰 り返 し解決 を図 る傾向が見 られ,論 理的 な考

え方が十分 に育 って いない ことがわか った。

そ こで本分科 会 は,ま ず,解 決を見通 す段階において は既習事項 や既有経験 を もとに した

解決 方法を十分 に検討 させ,児 童が解決 の手順 を順序立 てて考えて いけるよ う指導 して論理

的思 考力を高めて い こうと考え た。 さ らに,見 通 しの振 り返 りの場 面を意図的 に取 り入れ る

ことで,自 分 の立て た見通 しの正 しさや修正点 に気付 き,納 得 して次の段階へ進 む ことが で

きるように した。 そ して,こ れが見通 しを立 てて解 くことのよさを感 じることにっ なが り,

新 たな課題 を解 決 しよ うとす る意欲 を生 み出す ものと考 え,上 記 の主題 を設定 し,研 究を進

め ることに した。

H研 究 のね らい

○見通 しを立 てて解決 す るよ さを児童 が実感す る指導 法 にっいて明 らかにす る。

○児童 が自他 の考 え方 を振 り返 り,見 通 しを検討 ・修 正す ることの有効性 を実感 す る指導 法

を明 らか にす る。

皿 研究の仮説

解決 の過程で 自分 の考 えや方法 を検討 し,修 正 を加 えなが ら,結 論 に達す る経験 を繰 り返

す こ とによ り,見 通 しを立て る ことのよさを気付 かせ ることがで きる。

IV研 究の内容

1見 通 しを立 て ることのよ さにについて

(1)結 果 の見通 しを立 て ることの よさ

ア その問題 の中で何 を問われてい るのか,何 を考えれ ばいいのかを明 らかに して い くこ と

で,問 題 を正 しく読 み取 ることになる。

イ 自分 な りに立てた結果 の見通 しを,他 と比較 した り,他 か ら評価 された りす る中で確 信

を得,そ の後 の解決 の実行 に自信 を もって取 り組 む ことがで きる。

ウ 結果 の見通 しを立て られ ることで,解 決 に向 けての明 るい兆 しを得,解 決意欲 がわ く。

(2)方 法 の見通 しを立 て ることのよさ

ア

イ

筋道 を立て,論 理的 に考 えを進 めることの楽 しさを味わえる。

既習事項 や既有経験 を もとに,根 拠 の明 らかな方法 の見通 しを立てて いる ことで,安 心

して 自分 の考 えを発表 す ることがで きる。 さらに,自 他 の考 えを比較検討 す る際 に も,

観点が明確 にな り,討 論 がよ り深 まる。
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2見 通 しを生 かす振 り返 り

(1>自 力解決 の場での振 り返 り

自分 のや り方 を見直 した り,修 正を加え たり,解 決 した結果を確か めることなど も振 り返

りの活動で ある。 これ らを繰 り返す ことによ り,は じめに立て た見通 しを意識す る ことが で

きるとと もに,自 分 の考 え方 をよ り明 らか にす ることがで きる。

(2)自 他 の考 えを比較 す ることを通 しての振 り返 り

友 だちの考 え は自分 とどこが違 うのか,ど んなよさが あるのかを比較す ることを通 して,

自分 の考えを振 り返 る ことがで きる。 自分が立てた見通 しがIEし か ったか,解 決方法 に不 十

分 な ところはな いか を考 えることは,自 分の考えをよ りよい ものに高 める ことにつ なが る。

(3)学 習の まとめの場で の振 り返 り

どのよ うな考 え方 を した ことがよか ったのか,ど の ような見方 ・考え方 が役 に立 ったのか

を振 り返 る ことによ り,児 童 は 自分 の考 えのよさに気付 くことがで きる。

3指 導 の工夫

(1)「 構想 メモ」 の活用

ア

イ

ウ

工

オ

結 果 の見 通 しや 方 法 の 見 通 しを メモ とい う形 で か きやす くす る。

か くこ とで,考 え を様 々な 形 で,自 分 な りに ま とめ る。(文 章 ・図 ・絵 な ど)

立 て た見 通 しを保 存 して お く ことで,振 り返 りが で き る。

教 師 も児 童 の立 て た見 通 しを知 る ことが で き評価 に っ な げ られ る。

「構 想 メ モ」 を か くに あ た って は,人 に もわ か るよ うにか くこ とを心 掛 け させ る。

(2)こ とばの指導

論理 的な思 考力を高 めよ うとい う指導 の中では,直 観的 な見通 しとともに筋道 を立てた見

通 しを重 要視 して いか なければな らない。 そ こで 「構想 メモ」 に書 く文章や,発 表 の際に使

う言葉を指導す ることを通 して筋道 を立て ることを意識化 させ る。

例 「だか ら」 「なぜ な ら」「そのわ けは」 など根拠 を示す ときに用い る言葉

「まず」 「次 に」「最後 に」な ど筋道 を立 てた ことを発表す るときに用い る言葉

(3)既 習 事項 を想起 しやすい環境 の整備

児童 が今 まで経験 して きた ことを学級 の中で共通理解で きる言葉で整理 し,そ れを教室 内

に掲示 す るな ど して,児 童が常 にそれ らを活用で きるよ うにす る。

V実 践事例

1単 元 名 「面積」 本時3/12(第4学 年)

2研 究主題 との関連

(1)課 題を把握 し,解 決方法 の見通 しを立て る。[見 通 し1]

(2)実 行の中で 自他 の方法 を比較 し,修 正 を しなが ら解決 を図 る。[振 り返 り ・見通 し2]

(3)実 行 した方法 を振 り返 り,考 えを整理す る ことで,立 てた見通 しに対 す る正 しさを検討 す

る。[振 り返 り]

(4)本 時 で学 習 した内容 を整理 し,一 般化 を図 る。[振 り返 り ・見通 し3]

3本 時の展 開

(1>目 標 ・面積 は任意単位 のい くつ分かで数量化 で きることを理解す る。
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(2>展 開

課

題

把

握

・

見

通

し

を

た

て

る

実

行

・

見

通

し

の

振

り

返

り

見

通

し

の

主な発問 と児童の活動

同 じ広 さの紙 を持 ってい る人 を探 そ う

T.

C,

C

C

形 の異な る長方形の広 さが同 じであ るか ど

うかを確 かめ る方法を考え ま しょう。

並 べて見当をつ け,同 じくらいものを調 べ

る。

ものを敷 き詰 めて数量化す る。

辺 の長 さを測 る。

T、 調 べ る方 法 を カ ー ドに書 き ま し ょう。

[見通 し1]

C.折 って 重 ね る。

C.辺 の 長 さ を測 る。

C.ブ ロ ッ ク,積 木 な どを 並 べ て数 え る。

C.方 眼 を か き,数 え る。

T.自 分 の立 てた計画 を もとに して同 じ面積 の

長方形 を持 ってい る人 を探 しま しょう。

[振 り返 り ・見通 し2]

C.

C

C

C

C

C

まず,だ いたい同 じくらいの大 きさの相手

を見っ け ると早 い。

物 を敷 きっめて,自 分 と相手の数を数 える。

一辺 が1cmの 方 眼 をか いて,そ の数 を数

え る。

余分 な部分(半 端)は どう しよ うか。

置 く物 や置 く隙間 は同様でなければまずい。

縦 と横 に並 べれば,全 部敷 きつめな くて も

い くっ分 かがわか る。

T,や って み た方 法 と結 果 を発 表 しま しょ う。

[振 り返 り]

C.ブ ロ ックを並 べ た ら,は じに半 端 が 出 て し

C.

ま っ たが,半 端 何 個 か で1っ 分 と考 え た ら

数 え られ た。

ブ ロ ックで 調 べ た人 と,方 眼 で調 べ た人 を

比 べ る こと は で きなか った ので,同 じ物 で,

○…留意点 ●…支援 ▲…評価

準備:形 の異 なる長方形 を貼 り付 け

た台紙 を各 自に配布

0効 率的 な手順 を確認 させ る。

自分 な りの解決方法 を検討 させ,

解決 の糸[の 見付 け させ る。

○既習 事項:長 さ/か さ/重 さ/辺

の長 さ と広 さの関係

○ 「～ だか ら」等 の 言葉 で理 由が 言

えるよ うにす る。

●絵 や図 での説 明 も認 め る。

0具 体的 な解決 方法 を考え させ る。

▲調 べ る方法 を 自分 な りに考え られ

たか。

○考えを変 更 した児童 に は,変 更 し

た理 由 も書かせ る。

○困 った こと,悩 んでい ること,発

見,気 付 きを 自分の思 いと して吹

き出 しに表現 させ る。

○相手 との比較の中で,は じめに考

え た方法の問題点 に気付 かせ,修

正を加え なが ら解決を進 め る。

●修正点を順次提 示 させ,自 分の方

法 に役立っ点を取 り入 れ させ る。

▲他の考え方 と比較 し自分の見通 し

を明確 に した り,よ りよい もの に

して いるか。

●相手 を見付 け られ た児童 は発表 の

準備 をす る。(思 考 の整理)

○ うま くいか なか った方法 は,ど う

す ればよか ったのか考 えさせ る。

○ 自力解決で気付 いて修 正 して解 い

た ことに も触 れて発表 させ る。

○全 員の広 さを比 べ るのに,必 要 な
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振

り

返

り

・

ま

と

め

数 を 比 べ た。

T.広 さ を比 べ る の に,大 切 な こと は何 ですか。

[振 り返 り ・見通 し3]

C

C

C.

T.

同 じ大 き さ の物 で並 べ る。

ク ラス の人 全 員 が 同 じ方 法 で 調 べ れ ば,調

べ る回 数 が1回 だ けで す む。

広 さ も,同 じ大 き さの物 を並 べ て,そ の い

くっ 分 で 比 べ(調 べ)ら れ る。

次 の時 間 は皆 同 じもの で調 べ ま し ょ う。

事柄 を考 えさせ る。

0解 決方法 のよい点 を確認 し,自 己

の思 考を深 め させ る。

0任 意単位 の必 要性 を認識 させ る。

IV研 究の成果 と今後 の課題

1研 究の成果

・児童 が答 えの正誤 だ けでな く,答 えに至 るまでの過程 を大切にす るよ うにな って きた。

・児童 が 自他 の多様 な考え方 を互 いに認 め合 うよ うにな って きた。

・児童 の学習 への参加意欲 が高 まって きた。

・授業者 が児童各 自の理解 の深 まり具合 などを把握 しやす くな った。

2今 後 の課題

・常 に新 しい見通 しを立て続 けてい く姿勢 が習慣化 され るよ うに実践 を積 み重 ねた い。

・「構想 メモ」 を教師 が作 るので はな く,児 童が 自ら作 っていけるよ うに高 めて い きたい。

高学年1分 科会

関連付けて考えることができる児童の育成
一 「量 と測定」領域の指導 を通 して 一

1主 題設 定の理 由

一人一 人の児童 が 自 ら問 いを もち,よ りよ く問題解決す る能力を身 に付 けることは大 きな

課題 であ る。 しか し,児 童 の実態 をみ ると,新 しい問題 に直面 したとき,以 前 に学習 した こ

とか ら類推 して考え た り,自 らの生活 に役立 っよ う発展的 に考 えた りす る ことが少 ない。 そ

れ は,既 習内容,自 分 の考え,友 達の考えな どが児童 の中で点在化 し,う ま く関連付 け され

て いな いためで はないか と考え た。 そこで関連付 けを意識 した指導が必要で あると考 え,-L

記 の主題を設定 した。研究領域 は,数 と計算領域 と図形領域 とを複合的 に取 り扱 いや すい と

い う点で量 と測定領域 とした。

ll研 究のね らい

1関 連付 けて考え るこ ととは,ど のよ うな状 態を示 すのかを明 らか にす る。

2児 童が関連付 けて考 えるよ うになるための有効 な指導法 を追究す る。

3量 と測定領域 にお いて,ど の よ うな関連付 けが有効 であるか明 らか にす る。

皿1研 究の仮説

○ 自分 の表現 と友達 の表現 との結 び付 きを明 らかに させ る。

○ 自分 を振 り返 る場面 を設定す る。
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0既 習内容 を整理 して,使 え るよ うに支援 をす る。

○学習 した ことを これか らの生活 に生 かすよ うな学習過程 を工夫す る。

このよ うな指導 を繰 り返 す ことによ り,関 連付 けて考 える力が育っであ ろ う。

IV研 究の 内容

1関 連付 けて考 える ことの とらえ

本分科会 において関連 付 けて考え るとは次 の5点 と とらえ た。

①

②

③

④

⑤

既習 内容 と直面 して いる問題 とを関連付 け る。

自分 の考 え と友達 の考え とを関連 付 ける。

思考過程を振 り返 り,最 初の自分の考えと今 の自分の考えとを関連付 ける。

算数 の学 習 と他 の教 科 ・領域の学 習 とを関連付 け る。

学習 した こととこれか らの生活 とを関連付 け る。

も つ

広 げる

深 ある

生かす

生かす

・既 習 内容 の 活 用 と コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンと思 考過 程 の

振 り返 りと い う3つ の軸 に よ って 支 え られ て い る。

・その 軸 ヒに成 長 が あ り,そ れ は直 線 的 な もの で な く

スパ イ ラル状 に な って い る。

・他 教 科 ・領 域 ・生 活 と結 び付 け る活 動 が行 われ る。

この よ うな過 程 を繰 り返 しな が ら,関 連 付 け る力 が

育 って い く もの と考 え る。

2関 連 付 けて 考 え る こ と の よ さ

関 連 付 けて 考 え る こ との よ さに つ い て は,

・物 事 を多 面 的 に見 る力 が育 っ。

・問 題 を明 確 に もつ こ とが で き る。

・根 拠 を も って ,考 え て い くこ とが で きる。

階
{生かす》

あまるヨ　

含

霧 醐
1

回
1

/＼
思遺過程の搬り返り コミュニクーシヨン

《深める}⊂ 広げる}

既習内6の 活用

{もつ}

次 のようなことが挙げ られ る。

・問題を 自力で解 決す る力が育っ。

・共 に高め合 う姿が表れ る。

・算数の有用性や よさがわか る。

これ らの ことは新 しい教育課程 において も大変重要 であ り,今,求 め られて いる もので も

あ る。 そ こで本分科会 は 「関連付 け」 て考 え ることの よさにっ いて次の よ うにと らえ た。

「関連 付 け」 て 考 え る こと に よ り,

力 」 を は ぐ くむ こ とが で き る。

自力で問題 を解決 しよ うとす るカが育 ち,「 生 きる

3実 態調査か ら

児童 の意識 を調査 した ところ次の ことがわか った。

・算数 の学習 がお も しろい と感 じるの は 「自分 の力で問題が解 けた とき」であ る。

・問題 を解 いていてわか らな くな った とき,前 のノー トや教科書 を見て思 い出そ うとす る児

童 は4割 弱 であ る。算数 が好 きな児童 ほど既 習内

容 に関連付 けて考 え ようとす るが,嫌 いな児 童 ほ

どあ き らあ る割 合が多 い。

・算数 が好 きな児童 ほど言 葉,図 や表,式 な ど表現

の方法 を多 くもって いる。

・算数 が好 きな児童 は友達 の考え のよい点や 自分 と

の同 じ点 を見付 けよ うと して いるが,嫌 いな児童

ほど,間 違 えて いる点や違 う点 を見付 けよ うと し

問.問 題 を 貿 い て い て わ か ら な く な っ た と き 、

あ な た な ら ど う し ま す か 。(複 数 回 答)

(サ ンプ ル 調 査 か ら)

竪好き欝嫌い1

、麟

=

寛
D謙甕 撫 ぎ

先生に関く 友だちに関く 自分で考える あきらめる その他
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て いる。

以上 の調査結果か ら,既 習内容 を思 い出 させ るよ

うな支援 を個 に応 じて行 い,多 様 な表現様式を身 に

付 けさせ る。 また,友 達 の考え のよさを見付 けて い

くように助 言をす る。 これ らの ことを通 して 自力 解

決 させ ることが必要で ある とわか った。

上 記 「自 分 で 考 え る 」 と 答 え た 児 童 に つ い て

の 調 査

(サ ン プ ル 調 査 か ら)

「自分で考える」の謂査

§ミ_野き蓬」蝉い

4関 連付 けて考え ることが できる児童 を育てる指導 の在 り方

(1)表 現 間の結 び付 きを明 らかにさせ る支援の工夫

自分 の考 え と友達 の考 え とを関連付 けるためには,そ れぞれ の表現の よさを見付 ける活動

を取 り入 れ る ことが必要 である。同 じ考えで も表現方法 が違 うこ とやその逆 の ことを理解 さ

せて い く中で,自 らの表現 に友達 の表現の よさを取 り入 れ,自 らの コ ミュニケー ション能 力

を高めて い くことがで きる。

(2}自 分の思考過程 を振 り返 る場面 の設定

振 り返 るとは学習前 の自分 の考え と現在の 自分 の考 え とを関連付 け,自 分 の考えを よ りよ

く高めて い くことで ある。 また,獲 得 した内容 を整理 し,再 構成 し,有 効 に活用で きるよ う

にす ることで ある。 このよ うな指導を行 うと論理 的思考力 や情報活用能力が育っ。

(3)学 習 した ことを生活 に生かす学習過程の工夫

学 習の中 に生活 との関連 を取 り入れ るようにす る。一っ の学習が きっか けとな り,自 らの

生 活 に関連付 けて学んで いけるよ うにす る。 そのよ うな指導 を繰 り返 して い くことによ り,

自 ら学 び,自 ら考え る力が育つ。

V

1

2

3
1㎜

学習活動 主な発問 ・指示 関連付 け(数 字は関連付けの視点)i留 意点 評価項 目 手立て
「一 一 一一 一

魎 ユ]今 までにどのような図形の面 ・正方形 ,長 方形,台 形,二
積を求めて きま したか。 角形,平 行四辺形,多 角形 の

面積 を勉強 して きたな。今 目
・曲線で囲まれた図形(大 田区の地図) もこれを使 うのかな。①
を見 る。 ・正確 に求め るの は難 しそ う

だ。 およそでいいのかな。①

醐 [避 搬 の嚥 求蹴 できるだけかん単な方法璽 ま壷]
圏

・方法の見通 しを各 自で考 える。1・ 曲線で囲 まれた図形 の面積 圃弼 大田区の概形 を,既 習
は初めてだ。石けんの体積を の図形と関連させてとらえよ
求 めたときのよ うにや ってみ うとす る。(公 式 が使 え る1

邑 うかな・①
つ の図形 に しよ うとす る。)

・面 積を求 め る方法 を工夫す る。 〈数学的な考え方〉
A.求 積公式のあ る1っ の図形 とみ る。

一一

[画匡蓋 じ一た手璽
A:「 も っといい図形 は他 に

ないか な」
BC:「 今 日の課 題 は 『で きる

だけ簡単 に』 とい うこ と
だ ったね。 もっと簡単 に

A1 A2 A3 な らないかな。」→Aへ

指導 実践事例

単 元名 「四角形 と三角形 の面積」(お よその面積)5年

本時の 目標 ・曲線で囲 まれ た図形 のお よその面積 は,公 式 が使 える一つの図形 とみて概

測す ればよい ことが わか る。

本時の展開

.1
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B.求 積公式 のある2つ 以上 の図形 の組 み合 わせ とみ る。

C.求 積公式 の ない図形 とみる。

D.わ か ら な い。

・代表 的な方 法を理 解す る。
匪固■4っ の考 え の中 に あ るよい と

ころを,グ ル ープで話 し合 って見
つけてみ ま しょう。

・グループでそれぞれの方 法 につ いて

話 し合 い,発 表 す る。

回A2は 空 いて いるところが多 い
ので,平 行 四辺形 を も う少 し小

さくす ればい、'と思 います・

匪趣]で は,こ の3枚 の線 の引 き方
で どれが一番 いい と思 います。

(a)(b)

匪甑 世田谷区の地図の場合は,ど
うなりますか。

・Bの 方 法 は細 か く分 けてい

る。正確 な面積 に近 い数 がわ
か りそ うだ。
・A1 .A2.A3の 方法 は公

式 のあ る形 に している。計算

D:次 の個別指導 を行 う。

T「 今 までに どの ような図

形 の面積 を求 めて きま

したか」

C「 三角形 や台形です」

T「 どう して この図形 の面

積 を求 め る こ とが で き

ないのですか」

C「 曲線 だか らです」

T「 今 までに似 たよ うな こ

とを した こ とはあ りま

ぜんか」

C「 石 けんの体積 の勉 強で

や りま した」

T「 その時 と同 じよ うにで

きませんか」→BCへ

● 児 童 の ワ ー ク シ ー トの 中 か

らA1.A2.A3.Bの4校 を

提 示 し た 。

羅 欝1礁 蒙欝
・石けんの勉強 のときに出 っ 註価 概形 を作図 す ると きの

張 った所 をへ こん だ所へ移す よりよい線の引き方が分か る。
のをや りま した。 だか ら(b)の 〈表現 ・処理〉

ものが外 に出て いる部分 を中 …

禦 あちょうどいいと馴

さ っきのA3を 見 て計 算す る
のに簡単 な形 に当て はめ まし

た。③

圖 代表児童に 自分の方法を

説 明 させ,次 の2点 を確認す

る
・公式 のあ る1っ の図形 と し

て とらえる
・線 を引 く位置 をよ りよ く考

える

VI研 究 の成果 と今後の課題

・図 と式,表 と図な ど,自 分 の考え と友達 の考えの共通点 やよさを見付 けさせ るよ うな支 援

を教 師が行 うことによ り,学 習の理解が深 まり,そ の後 の自力解決 の手掛 か りとな った。

・生活 に生 かす ことがで きるよ うな学習過 程を工夫 す ることによ り
,児 童が算数 のよ さを意

識 す るよ うにな った。

・算数科 の関連付 けだ けで な く,他 教科 ・領域 との関連付 けにつ いて具体的 な指導場面 を探

り,総 合的な学 習の時間で有効 に学習で きるよ うな教材,指 導法 を開発 して い きたい。
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高H分 科会

発見 し,創 造するよさを味わわせる指導の工夫

1主 題設定の理 由

これか らの学校教育で は,新 しい ことや困難な ことに直面 した とき,自 分 の判断 と考 えで

乗 り切 ることがで きるカ,す なわち 「生 きるカ」 を身 に付 けてい くことが求 め られて いる。

算数科 におけ る 「生 きる力」 とは,問 題解決 のための論理的思考 力が第一であると考える。

この論理的思考力 は,既 習 の知識 を もとに新 しい知識 や表現 を生 み出す活動,す なわち問 題

解決学習 を通 して培 われてい く。

しか し,児 童 はす ぐに公式 に当て はめよ うと した り,式 を立 てる ことを急 いだ りして い る

たあ,そ の問題 や式 の意味 ・内容 にっ いて は深 く考えよ うとしない ことが ある。 また,自 分

で解決策を見付 け出そ うと思 って いて もうま く見付 け出せなか った り,発 展的 に学習 を進 め

た りす る意欲が見 られ ない こともある。

そ こで本分科会で は,学 習 を進 めて い く中で児童 自らが新 しい きま りや方法 を見付 けた り

(発 見),創 り出 した りす る(創 造)楽 しさを味わ うことがで きれば,一}・1体的 に学んで い くこ

とや論理的思考力 を伸 ばす ことがで きるであ ろうと考 え,上 記 のよ うな主題 を設定 した。

問題解決学習 を繰 り返す中で,「 発見 し,創 造す るよさ」 を児 童 自身 が感得 す れば論 理 的

思考力が身 に付 き,そ れ は数学的 な考え方を身 に付 けてい くことに もっなが るものと考え る。

II研 究のね らい

○問題解 決学習 にっ いて,児 童が発見 し,創 造 するよ さを味わ うという視点か ら見直 し,よ

り算数 の よさが味わえ る指導の在 り方や評価 の工夫 を明 らか にす る。

皿 研 究の仮説

次 に挙 げ る指導の工夫 を取 り入れ ることによ り,児 童 は発見 し,創 造 す るよ さを味 わい な

が ら,数 学的 な考え方を身 に付 けて い くことがで きる と考え る。

0発 見 し,創 造す るよさの視点か ら学 習過程 を見直 し,工 夫す る。

○発見 し,創 造す るよさが,単 元指導計画全体 の中で明確 になるようにす る。

0児 童の変容が見 られ る評価 を工夫す る。

研 究の内容

1本 分科 会 にお ける 「発見」「創造」の とらえ方

「発見」 とは,学 習 において自 ら何 かに気付 くことととらえ る。 算 数 と して は もうす で に

知 られてい る ことで も児童 にとって は じめて知 る こと も,発 見 といえ る。

「創造」 とは,学 習 において新 しく学ぶ ことが らを 自分 の中で論理 、乞てて い くことと と ら

え る。 また,発 展 的 に考え ることも創造 といえる。

そ して,具 体的な 「発見」 「創造」す る場面 と して学習段階 にあわせて整理 した。

学習過程1発 見する

問 題 を'・ 既習内容 か ら新 しい問題 に気付 く

っ か むi・ 身 の回 りの事象か ら問題 を見付 け出す

一 一 一

自力解決i・ 解決方法 を見付 ける ・既習事項

創造する

・既習事項 を活用 して考え る
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・きま りや規則性 を見付 ける ・考 え を伝

練 り上げ ・自分や友 達 のよさに気付 く

・よ りよい方法 を見付 ける

・お互 い の

よ い もの

ま と め ・次の問題 を見付 ける
一

・公 式 な ど

・発 展 的 に
一 一 「r一

・考 えを伝 えるために工夫 す る

・お互 いの考 えを出 し合 い,よ り

よい ものを創 りあげる

・公式 なとを創 り出す

2発 見 し,創 造す るよさについて

本分科会で は,「 発見 し,創 造す る」 ことに視点 をあて,今 まで の学 習指 導 を見 直す とい

う観点で研究 を進 あて きた。 そ こで,「 発見 し,創 造 す るよさ」 を 「算 数 のよ さ」 の中 か ら

定義す る ことに した。

ある課題 や問題 を解決 す る方法 を自 ら発見 したり,友 達 の発 見に共感 す ることに よって,

そ の過程や得 られ た結果 によ って数学的 な考え方を身 に付 けることにっなが る。 さ らに,発

見 した ことを自分 自身 でま とめた り,人 に説明す るときに論理 的な思 考が伴 う。 その過 程で

既習事項 の新 しい結 び付 きに気付 いた り,ま た結び付 きが より強固 にな った りす ることが考

え られ る。

っ ま り,発 見 し,創 造 す る学習 では,自 ら知識をっ くり出 し獲得 しよ うとす る能動 的な態

度が必要 にな って くる。 その ことによ り,様 々な場面 で主体 的に判断 し行動 す る児童を育 て

る ことにっ なが る。

3指 導の工夫

発見 し,創 造す るよさを味 わわせ る指導 の工夫 と して,以 下 の具体的 な手 だてを試 みた。

(1)単 元指導計画 の工夫

発見 し,創 造す るよさを味 わわせ るには単元全 体の中で どのよ うに味 わわせてい くかを考

え る ことが大切 にな って くる。 そのためには,単 元全 体のね らいを明確 にする とともに,毎

時間中心 となる発問 を明示 す ることが必要 と考えた。

(2>学 習過程 の工夫

① 問題をっか む段階で の工夫

単元を通 して一貫 した問題意識 を もっ ことによ り,児 童 は何 のために問題 を解決 す るの

かわか るよ うになると考 えた。 また,そ れ に伴 い見通 しを もって解決 した り,次 に課題 に

なることを児童が見付 け出 した りす る ことがで きるよ うになる と考 えた。

② 自力解決す る段階で の工夫

この段階で は,児 童が既習事項 と関連 付 けなが ら問題 を解決 して いけるよ うにす る こと

が大 切で ある。 その ためには,類 推的な考え方,帰 納的 な考 え方,演 繹的 な考え方 などを

意識 させ るよ うに支 援 の工夫をす る。

③ 練 りhげ の段階での工夫

友達 にわか りやす く説明す るには,自 分 で は直観 的に分か る ことで も既習事項 と関連 付

けて論 理を構築 して いか なければな らな い。 さらに,集 団で よ りよい解決方法 を検討す る

中で,友 達の発見や創造 のよさが浮 き彫 りにな るよ うに しなけれ ばな らない。

④ まとめ る段階で工 夫す る こと

児童 が学習を振 り返 る手だて と して,本 時に発見 した ことや創造 した ことの過程が浮 き

彫 りにな るよ うな板書や ノー ト・ワークシー トのま とめ方 の工夫が挙 げ られる。
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(3)児 童 の 変 容 が 見 られ る評 価 の工 夫

発 見 や 創造 を繰 り返 して い く中 で,児 童 が どの よ うに変 容 したか を 見 る評 価 は,主 に児 童

の 観察 と ワ ー ク シ ー トや ノ ー トに よ る と こ ろが大 きい と考 え た。 なか で も,1時 間 ご との 授

業 感想 や 発 見 メ モ を と る こと に よ って児 童 の変 容 を見 る こ とは大 切 で あ る。

V指 導 事 例

1.単 元名 〈5学年〉 単位量当たりの大 きさ(こ みぐあい)

2.本 時の指導

(1)目 標

○ こみぐあいを感覚的に判断できない場合,1っ の量の条件をそろえることで比べることができるという数理的
な処理のよさを発見する。

(2)研 究主題 とのかかわり

異種の2量 を組み合わせて考える学習は,こ の単元が初めてである。異種の2量 の場合も一方の量がそろって
いれば比べ られるに違いないと児童は想起すると考える。それが1っ の量を任意の数にそろえる,さ らに単位量
当たりの大 きさして調べることにっながると考える。本時では,児 童が直観で把握できない条件に して2つ の こ

み ぐあいを検討する中で,直 観で比べることができないときにどのように比べたらよいのか,ど の2量 に着 目す

ればよいのかを考え,単 位量当たりの大 きさに着目するというアイデアを児童に発見させることにね らいを置く。(
3)本 時の展開

学 習 過 程 教師の主な発問と予想 される児童の反応1評 価 ・留意点

課題把握 ● 図を見て何の場面か想像させる。
「

・AB2っ の こ み ぐあ い A ●● ●● ● B ● ●●
1・ 日常の場面を想起させ

1た い。
を 見 て,ど ち らが こん で ● ●● ●● ●● ● lA:5m×4m
い るか 判 断 す る。 ● ●● ● ● ● ●●●

T1 :こ れ は何 の場 面 だ と思 い ます か。

r20㎡,12人

IB、5m×3m

C1:教 室C2:電 車C3:広 場C4:お 風 呂場115【 孟10人

T2:お 風 呂場 と した と きに ど ち らが こん で い ますか 。 。最 初Aに は15個
,B

C5:Aの 方 が人 が多 い か らAの 方 で す。 に は10個 ● を 用意 す る。

C6:Bの 方 が狭 い け ど人 が 少 な いか らBの 方 です 。 Aか ら1っ ず っ ● を取 っ

T4:こ ん で い る度 合 い を 「こみ ぐあ い」 と言 い ます 。 今 て児童が判断に迷 うよう
日はこみ ぐあいをどのように比べればよいか考えていきま に 調 整 す る。 ど ち らが こ

し ょう。Aか ら● を1っ ず っ取 って い き ます 。 こん で い る んでいると分からない状
と思 う方 に 手 を 挙 げ て くだ さ い。 況を作 ることで児童の間
T5;AとBの こみ ぐあ いを 比 べ て み ま し ょ う。 題意識を喚起する。

IAとBの ・み ぐあ い は どの よ う に比 べ た らよ いか 考 え ま し ・う.1

T6:AとBの こみ ぐあ いを 調 べ る と き に 何 が 分 か れ ば 比

べ られ ます か。

C7:面 積 を知 りた いで す。 ・こみ ぐあ い は ど の量 に

T7:Aは 縦5m,横4mで 面積 は20㎡ で す。Bは 縦5m, 依存す るかを意識する。
横3mで 面 積 は15㎡ で す。

T8:こ み ぐあ いを 調 べ る と きに難 し い と こ ろ は ど こ で す

か 。

C8:人 数や面積が同 じだと比べやすいのに,人 数や面積 圃 こみぐあいが人数
が違 うの で比 べ に くい です 。 と面積に依存することに
T9:人 数 や 面 積 を そ ろえ る工夫 を して,比 べ ま し ょう。 気 付 い たか 。

自力解決 A:単 位量当たりの考え方,面 積や人数をそろえるときに ・練 り上げの段階で全て
・AとBの こみ ぐあ い の 最小公倍数を使 うなど工夫 して比べることができる。 の児童が何 らかの解決が
比べ方を各自が調べる。 (手 だ て)い っ で も使 え る方 法 を考 え ま し ょ う。 他 に も こ で きる よ うにす る た め に

の よ うに比 べ る ことが で き る もの はあ り ませ ん か。 解決方法を3タ イプに分
B:計 算 し,数 値 を求 め る こ とが で き るが,そ の数 値 が 何 け,そ れ ぞ れ にっ いて 手

を意 味 して い るか をっ か む こ とが で きな い。 だ て を 考 え て い く。 主 に

(手だて)言 葉の式を使って式に表 して考えましょう。ま Cタ イプを中心に支援を
た,自 分 が か い た式 を 図 に表 して み ま し ょ う。

ノ　 ,

{丁つo

C:こ みぐあいが面積と人数に依存することは分かるが, ・Bタ イ プ に は数 値 の 意

どのように数値を処理すればよいか思いっかない。 味が分か らず判断を誤 ら
(手 だて)補 助 シ ー トを 活 用 し,児 童 の思 考 を助 け る。 な い よ う に支 援 す る。

・Cタ イ プが 複 数 い る場

T10:で は,自 分 の 考 え を 発表 しま し ょ う。 合,小 集団で支援を行う。

1・ 電 卓 を 用 意 す る。一一一一 一
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練 り上げ
・各自の考えを発表する

ことでよりよい解決方法

を検討する。

ま とあ
・本 時 を 振 り返 る。

C9:1人 当 た りの面 積 を求 め て比 べ る

A・20÷12==1.66・B・15÷10=1.5

1人 当 た りの 面 積 が 狭 いBの 方 が こん で い る。

C10:1㎡ 当 た りの人 数 を求 めて 比 べ る

A:12÷20=0.6B:10÷15・=O.6・ ・

1㎡ 当 た りの人 数 でBが 多 いの でBが こん で い る。

C11:公 倍 数 に よ り,而 積 を そ ろ え て人 で比 べ る。

A・20㎡ →60㎡12人 →36人B:15㎡ →60㎡10人 一40人

而 積 を そ ろえ る とBの 人 数 が多 い の でBが こん で い る。

C12:公 倍 数 に よ り,人 数 を そ ろ え て面 積 で比 べ る。

A・12人 →60人20㎡ →100㎡B:10人 →60入15㎡ 一90㎡

人 数 を そ ろえ る とBの 方 が狭 い の でBが こん で い る。

T11:そ れ ぞ れ の 考 え の よ さを発 表 しま し ょ う。

C13:ど の 考 え も人 か 面積 を そ ろ え て い ます 。

C14:い っ もっ か え そ うなの はC9,C10さ んの考 え方で す。

T12:今 日,調 べ て 分 か った こ とを発 表 しま し ょ う。

C15・ こみ ぐあ いを 調 べ る と きに は,人 が面 積 を そ ろ え る

と比 べ られ る こ とが 分 か り ま した。

T13:今 口の 学 習 感 想 を書 き ま し ょ う。

(4)児 童 の 反 応 例(ワ ー ク シ ー トに見 られ た発 見,創 造)

① 既 習 事 項 を 活 用 して 考 え た例

A

B
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② 自分なりの解決方法を見付けた例
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VI研 究 の成果 と今後 の課 題

① 児童 が 目的意識 を もって学 習す るに は,単 元指導計画 を工夫す ることが有効であ った。

② 児童 の思 考を予想 した ワークシー トの工夫 によ り,発 見 と創造を促す ことがで きた。

③ 児童 自 らが発見 し,創 造 して い くため には,学 習過程 のどの段階で どの程度の支援が必

要 か考えて いきたい。

④ 練 り一ヒげの段階で は,た だ意見を発表 させ るだけでな く 「なぜ そ う考え たのか?」 とい

う疑 問を出 し合 いなが ら学習を進 めて い くことが創造す るよさにつ なが るので,「 なぜ?」

とい う疑 問 を 大切 に して い きた い。
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